
４ 調査結果を踏まえた現状について（中学校国語）

【成果が見られるところ】

○ 書いた文章を読み返し，語句の使い方を工夫して書くことについて，正

答率は89.4％（全国：86.0％）でした。 （Ａ問題３一）

正答は，「今日まで練習を積み重ねてきた。」「毎日必死に練習をしてきた。」な

ど，以下の条件を満たしているものになります。

① 「がんばる」という単語を使わずに，それまでがんばってきた様子が読み

手により伝わるように適切に書いている。

② 「健一たちは」に適切に続くように十五文字以内で書いている。



【成果が見られるところ】

○ 目的に応じて資料を効果的に活用して話すことついて，正答率は86.2％

（全国：85.4％）でした。 （Ｂ問題２一）

正答は，一が２，二が１です。



【課題が見られるところ】

△ 相手に分かりやすいように語句を選択して話すことについて，正答率は

49.1％（全国：54.0％）でした。 （Ａ問題７一）

正答は，「小説以外の本」「小説ではないもの」など，以下の条件を満たしてい

るものになります。

① 小説ではない本であることを書いている。

② 「もう一冊は」と「を取り上げたいと思っています。」に適切に続くように

十字以内で書いている。

無答率も8.2％（全国：5.1％）と高く，大きな課題が見られました。



【課題が見られるところ】

△ 楷書と行書との違いを理解していることについて，正答率は45.8％（全

国：49.6％）でした。 （Ａ問題９六１）

正答は，４です。

２の誤答が25.8％（全国：21.6％）も見られました。「和」という文字が筆脈を

意識して書かれていることが理解できていないものと考えられます。


